
漢字の読み方について

武 部 良目明

1..考 察 の対 象

漢字 の読 み方 は,複 雑 だ とされている。一 つの漢字 に何種 類 もの読 み方

が あるこ とを考 える と,確 かに複雑 である。 しか し,漢 字 の読 み方 が複雑

になったこ とにつ いては,そ れな りの経緯 が認 められるので ある。しか も,

漢 字 は意味 を表 す文字 として生 まれ,そ の形 で 目本 語 の表 記 に用い られ て

い る、漢字 を扱 うについては,漢 字が ローマ字 な どと全 く異 なる種 類 の文

宇 だ とい うことを,十 分 に心得てお くこ とが必要で ある。

そ こで,こ の小論 では,漢 字 の読み方が複雑 になった経 緯 につい て取 り

上 げ,そ の実情 を明 らかに したい と思 う。 そ うすれ ば,漢 字 の読 み方 につ

いて,ど のよ うに教 え,ど のよ うに学 ぶべ きか とい うこと もお のず か ら明

らかになるはず だ とい うのが,筆 者 の考え方 で ある。

2.字 言川一般

漢字:の読 み方 については,宇 音 と字 訓 とに分 けるのが一般 である。 そ の

うち,ま ず,字 訓 のほ うか ら取 り上 げるこ とにす る。

字訓 とい うのは,そ の漢字の中国語 としての意味 に当たる 日本語 が・そ

の漠字 の読み として固定 したものである。 例 えば,次 の よ うな読 み方 が,

それ ぞれ の漢字 の字訓 である。

山・一やま 春 …はる 東 一甲・ひが し
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ここで は,ま ず,こ の種 の字訓 か ら取 り上 げることにす る。n

字 訓 について間題 に なるこ との一つ は,次 のよ うな活 用形 の場合 である。

思…お も う 多…おお い

この揚合 の字訓 にっい ては,「 思 う ・多い」 とい う送 り仮名 との関係 か ら,

「お も ・おお」ではないか とい う疑問が起 こる
。 しか し,「 思 ・多」 の中国

語 として の意味 に当た る 日本語 が字訓 であることを考えれば,そ れ は 「お

も ・おお」 ではな く,「 お もう ・おおい」のほ うである。 この場合,「 思 ・

多」 のよ うに活用す る語 の場合 は,そ の活用形 を明 らか にす るた めに送 り

仮名 を付 け,「 思 う ・多い」のよ うに書 く。 しか し,こ の書 き方 は,語 形

を確定す るた碕の手段 に過 ぎないのである。2〕

次 に,字 訓が二っ以上あ る場合 の実情に移 る。 どのよ うな ときに字訓 が

二 つ以上 になるかとい うこ とであるが,こ れ に三 つ.の揚合 がある.一 つは,

そ の漢字 の中国語 として の意味 に当 たる日本 語が二 つ以 上見 られる揚 合で

ある,例 えば,「 歩」 とい う漢字 に 「ある く ・あゆむ」 とい う字:訓が当 て

られ るのは,こ のため である.二 つ めは,そ の漢字 の中国語 として の意味

が二 つ以上 に分かれ る場合 である。 この揚合 には,そ れぞれの意 味 に当た

る 日本語がそ の字訓にな るの も当然 である。 「行 」 とい う漢字 に 「い く・お

こな う」 とい う字訓が当て られ るのは,こ のためであ る。三つ めは,中 国

語 として の意味が広 いた めに,そ れ を幾つか に分 け,そ れぞれに字訓 を当

てる場合 で あ る。 「消」 とい う漢字 に 「けす ・きえる」 とい う字 訓が当て

られ るのは,こ のためであ る。 こ うして,同 じ漢字 がいろいろの字訓 を持

1)字 訓 とい う考 え方 は,漢 字 以外 の 外 国 語 の つ づ りに も適 用 す る こ とが で き る。

傾」え ば,英 語 の瘍 合をこ壱ま,"dog"と い うつ づ りの 字 訓 力二 「い ぬ」,"waU【"とV、 う

っ づ りめ字 訓 び 「あ る く」 で あ る。

2)漢 字 は 意 味 を表 す 文 字 で あ るか ら,日 本 語 を 書 き表 す こ とが で き る だ け で な

く,他 の外 国 語 を書 き表 す こ と もで き る。例 え ば,英 語 を書 き表 す 揚 合 で考 え る と,
``dog"の 代 わ りにr犬

」 と書 き,r犬 」 を[dog]と 読 め ば よい の で あ る。 た だ し,

こ の場 合,英 語 の ほ うの語 尾 変 化 を明 らか に しな け れ ぱ な らな い 。 そ こで,・ ・walk・・

を 「歩」 と書 く揚 合,``wa更ks… 歩s"walked… 歩ed""walking一 ・歩ing"と 書 く

こ と にな る。 こ の よ うに して 書 き加 え る必要 の あ る部 分 が,日 本 語 の揚 合 に は送 り

仮 名 とな るの で あ る。
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つ よ うにな る。同字多訓 と呼ばれるのが,こ れであ る。3)

た だ し,漢 字 の中には,そ の意味 に当 たる 日本 語が存在 しなかった もの

もあ る。 そ の湯合 には,字 訓 を全 く持 た ないこ ともあ る。 「胃 ・肺」 な ど

に字訓 がないのは,こ のためである。しか し,中 には,中 国語 としての意 味

の解説 に基づいて新 たに複合語 を造 って字訓 とした もの もある。「鉄 ・銅 ・

銀 ・金」 の字訓 が 「くろがね ・あかがね ・しろが ね ・こがね」 とい う複合

語 になったのは・ その解 説 に 「黒金 ・赤 金 ・白金 ・黄金 」 と書 かれて いた

か らであるる こ うして・字訓は・ 目本 語 の語彙 を豊 富 にす る上 で も,大 い

に役 立つ こ とになった のである。

ところで,字 訓 の当て られた漢字 について は,逆 に,そ の字訓 として の

日本語 を書 き表す ために用 いるこ とも可能 で ある。 こうして,日 本語 が漢

字 で書 き表 され るよ うにな ってい くが,そ こに も問題 がなかったわ けで は

ない。そ の一つ は,日 本語 のほ うに活用す る語 が あるた め,そ の活用 の形

を示す こ とが必要 になった ことで ある。 そ うして,こ うい う立揚 か ら行わ

れ るよ うになった のが,い わゆる送 り仮名 である。 も う一 つは,漢 字 の 中

に書 き表そ うとす る 日本語 に当た る字訓 を持つ ものが見 当た らなかった場

合 で ある。 そ の場合 に は,す でにあ る漢字 の中か らそれにふ さわ しい漢字

を選 んで用 い るこ とも行 われた.こ れが,本 来 の字訓 と区別 し,特 に国訓

と呼ばれ るこ とのある字 訓である。例 えば,次 のよ うな字訓 は,い ず れ も

この種 の国訓 である。

供 … とも 割 …わ り 仰 …おおせ 更 …ふ ける

後 には,次 のよ うな外来語 の場合 に も,こ の種 の国訓が加 えられ るこ とに

なったのであるo

3)二 つの言語を対比した場合・ それぞれの語の意味が1:1で 対応するのはむ

しろ例外である。 したがって,一 つの漢宇にいろいろの字訓があるということは,

当然のことである・ただし・当用漢字音訓表は,そ のようにして付けられた字訓 を

極度に制限することとなった。そのため,漢 字の意味のすぺてに字訓が当てられ る

ということではなくなった。この点は,熟 字み意味を考えるときに注意しなければ

ならなレ、こと.である。
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頁…ぺ一ジ 米 ・¶ヅ ー トル 粉 …デシメー トル

こ うして,字 訓 の種類 が増える ことに もなったのである。

しかし,中 に は,適 当な漢字 が見当た らないために,漢 字 の造 り方 に従

って新た に漢字 を造 ることも行 われた。 これが,本 来 の漢字 と区別 し,特

に国字と呼 ばれ ることのある漢字 であ る。例 えぱ,次 のよ うな漢字 は,い

ずれ もこの種 の国字で ある。

燗…はた 峠… とうげ 込… こむ 働 …はた らく 辻 …つ じ

樫 …か し 省…む しる

後 には,次 のよ うな外来語 の揚合 にも,こ の種 の国字 が造 られ ることにな

ったのである。

既…キログラム 粁… キロメー トル 糎 …セ ンチ メー トル

こ うして,宇 訓 だけでな く,漢 字 そのものの字種 も増 え ることになったの

である。

また,字 訓 とい うのがその漢宇 の中国語 としての意 味に当た る目本 語で

あ るとすれ ば,異 なる漢字 の字訓 として同 じ日本 語が当て られて も・別 に

不思議ではないのである。 例 えば,「 陰」 とい う漢字 の意味 は物 の裏側で

あ る瀞,そ れ に当 たる 目本語 は 「かげ」で あった。 また,「 影」 とい う漢字

の意味は 光が 当たってできる形 であるが,そ れに当たる 日本語 も 「かげ」

で あった。そ うい う揚合 には,「陰 」の字訓 も 「影」 の字訓 も 「かげ」 にな

るわ けで ある。 こうい う揚合 の漢字 を特 に異字同訓 の漢字 と呼 ぶこ とがあ

る。次の ような揚合 は,い ずれ も異字 同訓 の漢字で ある。

陰 ・影 …かげ 交 ・混 … まぜ る 早 ・速… はや い

異字同訓 とい うの は,意 味の広 さか ら考 えて,日 本語 のほ うが中国語 よ り

も広いとき1こ見 られる ことにな る。 したがって,巨 本 語 の 「かげ」のほ う

が意味が広 く,そ の意 味が 「陰Jと 「影」 に分 かれ る と考 える ことも可能

で ある。そ うして,こ うい う考 え方 か ら導 き出 され るのが,異 字 同訓 の書

き分 けで ある。異字 同訓 の書 き分 けが,基 本的 には,意 味 の上 での さらに
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細かい書 き分 けとな るの もこのためである。呉〉

最後 に,字 訓 の効用 について触 れてお くことにす る。漢字 とい うの はそ

れぞれ意味 を持つ文字で あ り,そ の意味に当たる 日本語 が宇訓 で ある。 し

たがって,目漢字 の組み合わせか ら成 る熟語の意味の理解 も,そ れぞれ の漢

字 の字訓 の組 み合 わせ によるこ とが可能で ある。例 えば,次 のよ うにな る.

水 カ …みずのちか ら 水 死 …みずで しぬ 海水… うみ のみ ず

取水 …みず をとる 山水…や ま とみず

字 訓 について は,そ れぞれの漢字 の読 みである とともに・ その漢字 の意 味

に当た る日本 語だ とい うことを忘 れてはな らないのである。

なお,中 には,こ の行 き方 を逆 に し,字 訓 としての書 き表 し方 か ら熟語

の形 を造 り上 げた ものも少 なくない。例えば,次 のよ うな熟語 は,む しろ,

こ のよ うに して造 られ た と考 えるべ きもので ある。

みずのみち…水道 みず でお よ ぐ…水泳

もの さわが しい…物騒 は らをたて る…立腹

こ うして,中 国語 に存 在 しない漢字 の組み合わせが,次 た と生 まれ る こと

にもなった ので ある。

3.字 訓 の種々相

漢字 の字訓 とい うものの基本 については,以 上 のよ うにま とめ るこ とが

可能 である。 しか し,こ のよ うに して整 った字訓 も,実 際 にはい ろい ろの

形 を取 って現 れる ことになる.こ れ が,字 訓の種々相 で ある。

字訓の種 々相 の第1は,語 形変化 と呼 ばれ るい ろい ろの変化形 の場合 で

ある。それに は,次 の よ うな ものがある.

(1〉 活 用形一 活用 語の場合 には,語 尾 が活用す る。基本的 な意 味 は

同 じであ りなが ら,あ とへの続 きぐあいによって語形 が変 わる。 そ の

場合,そ の ように して変わ った語形が,そ のままその漢字 の字訓 の変

4)異 字:同訓の漢字の使い分けについては,拙 著 「漢字の用法」(角川小辞典一2)

に詳しく取 り上げてあるので,こ こでは触れないことにする。
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化形 にな る。

思 …お もわ ・お もい ・お もっ ・お もう ・お もえ ・お もお

来 … こ ・き ・くる ・くれ ・こい

(2)可 能 形一 五段 動詞 の中には,一 段化 するこ とによって可能 の意

.味 が加わ る もの もある。

、思…お もえ 。お もえる ・お もえれ

(3〉 対応形一 動詞 の中には,自 動詞 と他動詞で対 応す る形 を取 るも

のが ある。

消 … けす 。きえ る 切 …きる ・きれ る 止… ≒める ・とまる

(4・1派 生形一 語 の中には,撞 辞 が付い て別 の品詞 の語 となる もめ も

ある。

清 一・きよい ・きよめる 『臣・一あや しい ・あや しむ

勇 …い さむ ・い さま しい

これ らの揚合 に共通 して言 えるこ とは,実 質 的な意味 を共有 してい るとい

うこ とである。 そ うして,意 味 を表 す 文字 とレての 漢字が,そ の共有 さ

れ る意昧 を表 している とい うこ とである。漢 宇が意味 を表 す文字 で ある以

上,語 形 が変化 して も,品 詞が異 なっても,同 じ漢字 を用い るのは当然 の

ことである。

字訓の種 々相 の第2は,音 韻変化 と呼 ばれ るいろいろの変化 例 の場合 で

ある。 これ には7次 の よ うな ものがある。

(1)連 濁 一 複合 語の後部要素 となる揚 合に,頭 音の清音 が濁音 また

は半濁音 に変わ ることが ある。

かお(顔)→ よ こがお(横 顔)ひ と(人)→ なんぴ と(何 人)

(2)・ 修 飾形一 名詞 の中には,弛 の語に対 して修 飾的な複合 をす る揚

合 に,語 形 の変 わる ものがある。

さけ(酒)→ さかや(酒 屋)め(目 〉→ まぶ か(目 深)

(3)音 便 一 語 の中には,発 音 の一部 に音便 を起 こす ものが ある。

しろひ と(素 人)→ しろ うと
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てみず(手 水)→ て うず → ち ょうず

(4)脱 落 一 語 の中には,発 音 の一部 が落 ちてな くな って しま うもの

もある。

か りな(仮 名)→ かんな → かな

かはは ら(河 原 〉→ か はら → かわ ら

(5〉 添加一 語 の中には,発 音が一部加 わ って しま うもの もある。

やか(八 日)→ や うか → よ うか

むか(六 日)→ む ゆか 一レむいか

こ うして,実 際 に現れ る字訓 臨 基本 的な字訓 を踏 まえなが らも,そ の種

類 を増 や してい くこ とになるので ある。 しか し,こ のよ うに して宇 訓が増

え るこ とも, .漢字 の意 味に当たる日本 語 が字訓 である と考 えた揚合,む し

ろ当然 のこ とである。 それ は,意 味 を同 じ くす る限 り同 じ漢字 が用 い られ

るか らであ り,そ の楊合 の発音 の変化 には閲係 がないか らである。

ところ で,字 訓 をその漢字 の意味 に当 たる 日本語 と考える場合,そ の意

味 に当た る 日本 語は,す べてその漢字 の字訓 にな り うるわけである。例 え

ば,次 のよ うな揚 合 も,字 訓 と考 えるこ とが可能 である。

校 ….あぜ くら,し き り,ま なびや,く らべる,か んがえ る,.,

これ らは,そ れぞれ次の よ うな熟語 に用 い られ る揚合 の意 味に当た る 日本

語 であ る。

学校(校 …木 を組 み合わせた建物 学 …ま なぶ)

将 校(校 …陣 中に設 け られた しき り 将 …か しら〉

高校(校 …学校 の略 高…高等 の略)

校 正(校 … くらべ あわせ る 正 …ただす)

校 勘(校 …かんがえあわせる 勘 …かんがえ る)

「校
」 についての上記 のよ うな字訓 を特 に意味訓 と呼ぶ ことが あ る の 賜

このよ うな事情 によるものであるG5)

5〉 それぞれの漢字が どのような意味訓を持つかについては,拙 著 「漢字の読み

方」(角 川小辞典一3)に詳 しく取 り上げてあるので,そ れに譲ることにする。
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また,名 付 け訓 の揚合 は,そ の意味 に当た る日本語 が さらに広範 囲に用

い られ てい る。 例 えば,「 一 」について次 のような名付 け訓 溺行われて い

るが,こ れ らもすべて 「一 」 とい う漢字の意 味に何 らかの関係 を持 つ 日本

語 である。

一…お さむ ,か ず,か た7か つ,く に,す すむ,た か,た だ,の ぷ,

は じめ,ひ じ,ひ で,ひ と,ひ とし,も と,ま こ と,ま さし,...

この よ うにい ろい ろ読 む ことが可能 なの も,字 訓 その ものが,そ の漢字 の

意 味に当た る日本 語だか らである。

以上 は,字 訓 とい うもの を一字一宇 の漢字 につい て 見て きたので あ る

が,字 訓の中に は,熟 字 を単位 とす る もの も見 られ るのである。 それ は,

熟 字 を単位 とした揚合 に も,そ の意味 に当たる 日本語 がそ のまま字訓 とな

りうるか らであ る。 これが・熟字訓 と呼ばれ る字訓 で・ある。例 えば・次 の

よ うな場合 が,こ の種 の熟字訓 である。

小豆 … あず き 紅葉 … もみ じ 臼舎 …い なか

故郷 …ふる さと 日外 ・臼・いっ ぞや

また・次 の ような漢文的用法 におい て も・同 じ種類 の李訓が見 られ るわ け

である。

為念 …ねんのため 不取敢… とりあえず 難有い…あ りがたい

惜哉 …お しいかな 為替… かわせ

後 には,外 来語 の場合 に も,こ の種 の熟字訓 が用い られ ることにな ったの

で ある。

麦酒 … ビール 燧道… トンネル 洋燈… ランプ

こ うして,熟 字 を単位 とす る字訓 も,い ろい ろと用 い られる ことになった

のである。

最後 に,二 重表 記について取 り上 げるこ とにす る。二重 表記 とい うのは,

例 えば,「 女」 とい う漢 字に 「ひ と」 とい う振 り仮名 をする よ うな 用 い方

である。 この揚合,「 女 」 とい う漢宇 に 「ひ と」 とい う意味 があるわけで

はないから,「 ひ と」 とい うのは 「女」 とい う漢字 の字訓 ではない。 しか
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し,こ うい う書 き表 し方 によ り,「 女の意味で あるが ヒ トと読 んで も らい

たい」 とい う趣 旨を表す ことが可能 で ある。 これが二重表記 と呼ばれ る漢

字 の用 い方 であ り,い ろいろと活用 されて いる。例 えぱ,次 の よ うな用 い

方(か っこ内 は振 り仮 名)も この種 の二 重表 記 である。

夫(お や じ)田 中(あ いつ)裁 縫(し ごと)秘 密(な い しょ)

録 る(と る〉 秋桜(コ スモ ス〉

このよ うな読 み方 も,漢 字が意味 を表 す文宇 だ とい うこ とを,積 極 的 に利

用 した用 い方 にほか ならないので ある。

4.字 音一般

次 に,漢 字 の もう一つ の読み方 として の字音 を取 り上 げることにす る。

字 音 とい うのは・ その漢字 の中国語 として の発音 に基づ く読 み方が・そ の

漢字 の読 み として固定 した ものである。例 えば,次 の よ うな読 み方 が,そ

れ ぞれ の漢字 の宇音 である。

歩 … ほ 水 ・一すい 犬 … けん 縮 … し中く

ここで は,ま ず,こ の種 の字音 か ら取 り上 げるこ とにする評

字音 について間題 になるのは,同 じ漢字 がいろい ろの字音 を持 つ とい う

こ とである。 この場合,ど のよ うな ときに字音 が二つ以上 にな るか とい う

ことで あるが,こ れ は・ それ らの漢 字の中国語 としての発音 が 日本 に伝 わ

った経路 や時代 の違 いに よるもので ある。セ〕

(1〉 呉音一 比較 的古 く,仏 教 な どとともに伝わ った もの

明…み よ う(み や う)行 … ぎ ょう(ぎ や う)鈴 … りよ う(り や う)

6)字 音 という考 え方は,漢字以外の外国語のつづ 塑にも適用することができる・

例えば,英 語の場合には,``do竃"と い うつづ りの字音が 「ドッグ」・【`wa1k"と い

うつづ りの字音が 「ウオーク」である。

7)同 じ漢字にいろいろの字音ができるとい うことは・外来語の場合にも見られ

るわけである。例えば,ラ テン語のcha沈a演 英語から入って 「カー ド」 となった

が,ド イツ語から入ったほうは 「カルテ」,江 戸時代にボル トガル語から入ったの

は 「かるた」となった。このような関係になるのが,呉 音 ・漢音 ・唐音である。仏

教関係で呉音の読み方が主 となるのも,医 学関係で ドィツ語の読み方が主 となるの

と同じである。
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明星 …み ょ うじ ょう 勧 行 …ごんぎ ょう 変化 ・一へん げ

言語 …ごんご

(2)漢 音一 そ の後,遣 唐使 が新 たに中国 の標準音 として伝 えた もの

明…めい 行・一こ う(か う)鈴 …れ い

明星 …めいせ い 品行… ひん こ う 変化 ・一へんか

言語 …げん ぎょ 石灰 …せ っかい

(3)唐 音一 禅宗 など とと.もにそ の後 に新 たに伝 わ った もの

明…み々 行 … あん 鈴 …Pん

行燈… あん どん 着灰 … しっ くい 胡乱 … うろん

看経 …かんきん 普請…ふ しん

た だし,漢 字 の字音 の中 には,こ の ような経路 で伝わ った もので はな く,

日本 で字音 に準 じる読 み を付 けた ものもある。これ が慣用音 である。また,

現 代 中国語 となってか ら取 り入れ られ た ものもある。 このほ うは,欧 米語

か ら取 り入れ られた語 の揚合 と同 じよ うに,外 来語 としての性格 を強 く感

じるのが一般 で ある。慣用音 と現 代中国語音 については,次 節 の 「字音 の

種 々相」 のところで改 めて取 り上 げるこ とにす る。

字 音について次 に問題 にな るの は,同 じ字音 の漢字 がいろいろ と見 られ

る とい うことである。 この場合,ど の よ うな ときに同 じ字音 になるか とい

うことであるが・ これ に は二 つの場合 が ある。一つ は・ 目本 に取 り入れ ら

れ た段階 において,.中 国語 の場合 よ りも著 しく簡略化 された とい うこ とで

あ る・.四声 の ようなア クセ ン トが無視 され ただ けでな く・似た発音 の もの

で同 じにな った もの も少 な くない。例 えば,次 のよ うな漢字 の発音が,同

じに なったわ けである合

安 ・案 ・按 ・要 ・鞍 …あん 刊 ・看 ・侃 ・寒 ・漢… かん

こ うして,同 じ字音 を持 つ漢字 が,中 国語 の揚合 よ りも著 しく多 くな った

ので ある。e》

8)本 来 は 異 な る外 国 語音 で あ りな が ら 日本 語 の中 で 同 じ発 音 とな るの は,外 来

語 の場 合 に も見 られ る の で あ る。 例 え ば,英 語 の6%us[bムs】(乗 合 自動 車)"と
"bath[b≡ee〕(浴 室)"と が 同 じrバ ス

」 とな る の も これ で あ る。

一8ヰ ー



同 じ字音 の漢字が多 くな った もう一つ の理 由 は,日 本 に取 り入れ たあ と

で音韻 が変化 した とい うことである。 この揚合 ・ 日本 に取 り入れ られ た段

階 での発音 に基づ くのが 旧仮名遣 いに よるもの であ り,現 在 の発音 に基 づ

くのが現代仮名遣い であうが,そ れ を対比 した場合 に,次 のよ うな ものが

ある。

こ う ← 紅(こ う)・更(か う)・ 甲(か ふ)・ 劫(こ ふ)・ 光(く わ う)

じ ょう ← 乗(じ よう〉・上(じ や う)・ 丈(ぢ や う)・擾(ぜ う)・

条(で う〉・畳(で ふ)

こ うして,日 本語 の中に用い られ る字 音 として は,同 音 のものがい ろいろ

と増 える ことになったのであるpこ れが,異 字 同音 の漢字:の実情 である。

しか し,漢 字 はそれぞれ意 殊 を持 っτい る文 字 である。 したが って,目

本 語 の中で用 い られ る発音 が同じで も,そ れぞれ の漢字 の持つ意 味が異 な

る以上,そ れ を意味 によって書 き分 けるのは当然 のこ とである。 これ が1

異 字 同音の書 き分 けである。 すなわ ち,次 の よ うな同音語 の書 き分 け も,

そ れぞれの漢字 の持 つ意味 の違い によるわけである。

感 がす る ・観 がある 実体 ・実態 来所 ・来署'

こ うして,中 には 「好天 ・荒天」「礼遇 ・冷遇」 のよ うに,全 く反対 の意

味 の語が同 じ発音になる場合 も見 られ るのである、 しか し・ そのよ うな揚

合 で も,異 な る漢字 で書 かれ てい る以上,異 なる意 味 を持 っているの湖原

員Uで ある。9〕

最後 に,字 音利用 の効用 につい て触れ てお くこ とにする。漢字 とい うの

は,そ の背景 に高度 の中国文化 を持 っていたわけである。 しか も,漢 字 を

字 音 で読 むこ とによ り,中 国語 の語彙 をそのまま 目本語 の中に取 り入れ る

こ とができたので ある。 この ことは,そ の背景 にある中国文化 を取 り入 れ

る上 で,き わ めて都合のよい方法 となったのである。 こうして,次 のよ う

な語 は,中 国語 として用 い られている形 が,そ のまま 日本語 の語彙 として

9)異 字同音の漢字の使い分けについては,拙 著 「漢字の用法」(角 川小辞典一2)

に詳しく取 り上げてあるので,こ こでは触れないことにする。
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定着するに至ったが,こ の種の語彙は,数 限 りなく見 られるのである。

孔雀・紫檀 珊瑚 爽 胃 天井 障子 草履 香炉 胡麻 煎餅

式部省 仁 義 礼 智 信

このことは,目 本語の語彙を急速に増やすとともに,目 本文化の向上にも

大いに役に立つこととなったのである。

それぱかりでなく,漢 宇は,そ れを組み合わせることにより,次 々と新

しい語を璋 り出すことが可能であった。 こうして,欧 米文化の摂取に当た

っても,漢 字の組み合わせによる造語によって対処することとなった。次

のような語は,そ のようにして新たに造 られた漢字語彙である。

汽車 汽船 写真 自動車 飛行機 酸素 水素 炭素

この種 の語彙に中国語 と異なる漢字の組み合わせが見 られるのも,漢 字を

独自の立揚で組み合わせたからにほかならないのである。

また,こ のように漢字を組み合わせて新 しい語 を造る方法は,日 本語に

よる思考や伝達に大きな役割を果たすようになったのである。それは,例

えば次のような揚合で,同 じパターンを用いることによって,語 彙の体系

を容易に整えることができるからである。

打診 聴診 視診 触診 圧診 問診...

なお,こ のようにして造 られた語が長い揚合には,次 のように,漢 字を単・

位 とする略語が容易に生み出せるわけである。

巡回検査 → 巡検 能率向上対策費 → 能対費

出札 ・改札 → 出改札 輸出 ・輸入 → 輸出入

こうして,複 雑な意味内容を持つ簡便な語が容易に造 り出せるということ

は,日 本語そのものの持つ大きな特色と言わなければならないのである。

5.宇 音 の種々相

漢字 の字音 とい うものの基本 については,以 上 のよ うにま とめるこ とが

可 能である。 しか し,こ のよ うにして整 った宇音 も,実 際 にはいろいろの

形 を取 って現れ ることにな る。 これが字 音の種 々相 である。
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字音 の種 々相 の第1は,音 韻変化 と呼ばれ るい ろい ろの変化例 の場合 で

ある。 これには,次 のよ うな ものが ある。

(1)連 濁 一 熟字 の後部要素 となる場合 に,頭 音 の清音が濁音 または

半濁音 に変わ ることがある。

さん(産)→ あん ・さん → あん ざん(安 産)

と う(等)→ び ょう ・とう → ぴ ょ うどう(平 等〉

はつ(発 〉→ しゅつ ・はつ → しゅっぱつ(出 発)

はい(輩)→ せん ・はい → せ んぱい(先 輩)

(2)連 声 一 熟字 の後部要素の頭 音の中 には,前 部要素の尾音 に影響

され る ものがある。

お う(応)→ はん ・お う → はんの う(反 応)

い(位)→ さん ・い → さんみ(三 位 〉

らい(来 〉→ しゅっrら い →目しゅったい(出 来)

(3)促 音化 一 熟字 の前部要素 の尾音 の中には,促 音 に変わ る ものが

あるQ

けつ(決)→ けつ ・てい → けってい(決 定)

に ち(日)→ にち ・す う → にっす う(目 数)

が く(学 〉→ が く ・こう → がっこ う(学 校)

せ き(石)→ せ き ・き → せ っき(石 器)

ご う(が ふ)(合 〉→ ごう(が ふ)・ へ い → がっぺ い(合 併)

(4)音 便 一 熟字 の前部要素 の尾音 の中には,促 音以外 の音便 を起 こ

す もの もある。

か く(格 〉→ か く ・し → か う ・し → こ うし(格 子)

ゆ う(由)→ ゆ う ・しよ → ゆい しょ(由 緒)

(5)脱 落 一 熟宇 の前部要素 め尾音 の中に は,落 ちてな くなって しま

うもの もあ る。

もん(文)→ もん ・じ → もじ(文 字)

ど く(読)→ どく ・きょう → どき ょう(読 経)
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にち(目 〉→1弔 ち ・ほん → に ほん(日 本〉

(6)添 加 一 熟字 の前部要素 の中 には1尾 音 が一部加 わって しまうも

の もある。

ふ(夫)→ ふ ・ふ → ふ うふ(夫 婦)

に ょ(女 〉→ に ょ ・ぽ う → に ょうぽ う(女 房)

た だし,字 音の中 には,次 のよ うに,清 濁 の関係 が漢音 と呉 音の対比 とな

っている もの もあるg

O臣 漢音 … しん ・家 臣 呉音 ・一じん ・大 臣

O仕 漢音 … し ・奉 仕 呉 音… じ ・給仕

このよ うな揚合 には,濁 音の形 が用 い られていて も,・連濁 と考 えてはな ら

ないのである。

孚音 の種 々相 の第2は,前 記 の呉音 ・漢音 ・唐音 のほかに も,字 音 に準

じる読 み方 が用 い られ る とい うこ とである。 その一 つが慣用 音 と呼 ぱれ る

字 音である。慣 用音 とい うのは,中 国語 として の発 音 に基づ く読 み方 では

ない点 にお いて,本 来 の字音 とは性質 の異 なるもので ある。 しか し,漢 字

の中には,宇 体 との関係 において,本 来 の字音 よ りも字体 に即 した字音 の

ほ うが広 く用い られ るに至 った もの もある。例 えば,次 のよ うなものが慣

用 音である。

耗 … こ う → も う(毛 … もう)煮 … しょ → しゃ(者 … しゃ〉

撒 … さつ → さん(散 … さん)濱 … てき → じよ う(條 … じよう)

中 には,音 便 そ の他 の音韻変化 に よる形 が慣用 され てい るものもある。前

記 の例でい えば,「 由…ゆい」 「女 …に ょ う」な ども慣用音 である。 また,

該 当例 は少 ないが,次 の よ うな特別 の理 由によって,別 の文字 の字音 を借

りた ものもある。

漁 … ぎょ → りょ う(「 猟」 の字音 を借 りた もの〉

笏 … こつ → しゃ く(「 尺」 の字音 を借 りた もの〉

字音 とい うもの を中国語 としての発音 に基づ く読み方 と考 えた揚合,慣 用

音 とい うの は,い ずれ も誤 りであ る。 しか し,,目 本語 の中でその読み方が
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慣用 され ている以上,こ れ もまた字 音 に準 じるもの と考 えるこ とがで きる

わけである。

字音 の種 々相 の第3は,現 代中国語音 に基づ くものである。例 えば・次

のよ うな語 の場合 が これであるo

叉 焼 …チャーシ ュー 麻雀繭マ}ジ ャン 没法子 …メー ファーズ

上海 …シャ ンハイ 青島…チ ンタオ 台北… タイペー

これ らもまた中国語 とレての発音 に基づ く読み方 であるか ら,字 音 の一種

と考 えるこ とが可能 である。 しか し,目 本語 の中に用 い られ る場合 には,

字 音 とい うよ りも,む しろ外来語 とい う性 格 を強 く感 じるものである。漢

字 で書 かない場合 に片仮名 が用い られ るのも1外 来語 としての扱 いにほか

な らないのである。 その点 で,現 代 中国語音 について は,字 音 と考 えない

のが一般 である。

最後 に,字 音 に関連 する幾つかの問題 に触れてお くこ とにす る。 その一

つは,宇 音 を持 た ない漢字 について であるが,こ れ に二 っの場合が ある。

一 つは
,日 本 で造 られた国字 の場合 で あるが,こ れ には中国語 としての発

音 に基づ く読 み方 があ りえないので ある。次 のよ うな国字 が字音 を持 たな

いのは・ このためである。

畑 峠 匁 込 辻

ただ し,こ れ らの中に も,次 のよ うに,字 音 に準 じる読み方 が行わ れてい

る もの もある。

働 … ど う 搾 … さ く 塀 …へい 錠… じ ょう

これ らについては,字 音 に準 じるものと考えた ほ うが,扱 いやす いわ けで

あ るP

字 音 を持 たない漢宇 の も う一つの場 合 は乳 目本 語 の中で主 として字訓 の

形 で用 い られ る漢字 の揚合 である。例 えぱ,次 の よ うな漢字 がこれ である

が,本 来 はここに示 すよ うな字音 を持 っていた もので ある。

繰 …そ う 扱 …き ゅう 姫 … き 卸・一しゃ 箱 …そ う

時に 「美姫(び き)」 「卸任(し ゃにん)」 「製 箱(せ いそ う〉」な どの用 い方 が
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見 られ るの も,本 来 の字音 に よるか らである。

次に,字 音が 字訓 かで紛 らわ しい 揚合 を取 り上 げることにす る。 その

一 つは
,字 音で あ りなが ら字訓の ように用 い られ る場 合であ る.例 えば,

「気 」「菊」 な どにおいて
,次 のような連濁 が見 られ るのは,字 音 の揚合 の

連濁 ではな く,字 訓 の場合 に準 じる ものである。

O気 ・・一き → ぎ 移 り気 男気 堅気 商売気 親切気

O菊 … きく → ぎ く 小菊 野菊 松葉菊 蝦夷菊 除虫菊

この点 から,「 気 ・菊」 につ いて は,字 音 「き ・き く」,字 訓 「き ・き く」

と考えることも可能 で ある。エo)た だ し,中 には,宇 音 としての発音 が,次

の ように大 きく変化 した ものもあ る。

銭一・せん → ぜ に 文 …ぶん → ふ み 蝉 …せ ん → せ み

このよ うに変化 した ものについて は,字 訓 として扱 うのが一般 である。

6.衰 音文字化

漢字 の読 み方 を字訓 と字音 とに分 ける揚合,以 上 でその実情 が明 らかに

なったことと思 う。 そ うして,こ れ らを通 じて言 える ことは,漢 字 が意味

を表す文字 として用 い られてい るとい うことである.

しか し,漢 宇 の宇訓 や字音 は,そ れ ぞれ の漢字 の持 つ意味 を離れ て,単

に音 を表 すため にも用 い られ ることがある。 これ が,当 て字 と呼 ばれ る用

い方 である。 当用漢宇音 訓表 の付表 に掲 げ られ てい る語 の中で も,次 のよ

うな ものは,こ の種 の当 て字 を含 む用 い方 であ る.

乙女(お とめ)心 地(こ こち)早 苗(さ なえ)

三味線(し ゃみせ ん)砂 利(じ ゃ り)師 走(し わす)

数 寄屋(す きや)友 達(と もだち)名 残(な ご り)

野良(の ら)波 止場(は とば)部 屋(へ や〉

10)宇 音 か字訓か について異論が あることは,当 用漢字音訓表の扱いにも現れ

ている。昭和23年 の音訓表において字音の扱いを受 けていなが ら昭和48年 の改定

音訓表において字訓に変わったものに 「奥…おく,州 …す,匹 …ひき」の3音 訓が

ある。

一go一



また,当 用漢字音訓表 の本 表 に掲 げ られた音 訓 を用いる ものの中で も,次

のよ うな語 の場合 は,や は り当て字 を含 む用い方 であ る。

得体(え たい)思 惑(お もわ く〉 子 供(こ ども)試 合(し あい)

仕 事(し ごと)支 度(し た く)支 払 う(し は らラ〉 世話(せ わ〉

派手(は で)味 方(み かた)見 舞 い(み まい)

旧表記 の手紙文 などに用 い られ た 「宜敷(よ ろ しく)」 「致度(い た した く)」

の 「敷 ・度 」な ども,こ の種 の当て字 である。

なお,旧 表記 では・漢宇が外来 語や外 国 の地名 ・人名 を書 き表 すた めに

も広 く用 い られ てい たが,そ の中 にも当て字 として の用い方 が見 られ るわ

けである。例 えば,次 のよ うな用 い方 の場合が とれで ある。

型録(カ タ・グ)倶 楽部(ク ラブ〉 珈誹(コ ー ヒー)

馬 穴(バ ケツ)合 羽(か っぱ)歌 留多(か るた)

亜 細亜(ア ジア)伊 太利(イ タ リー)独 逸(ド イツ)

仏 蘭西(フ ランスγ 巴里(パ リ)倫 敦(ロ ン ドン)

華 盛頓(ワ シン トン)奈 破箭(ナ ポ レオ ン〉

この よ うな漢字 の用 い方 は,古 く日本 の地名 に当てられた漢字 の用 い方 に

も見 られ るわ けである。 た とえば,次 のよ うな地名 の読み方 は,い ずれ も

この種 の当て字 であるo

安 房(あ わ〉 相模(さ がみ)讃 岐(さ ぬ き)設 楽(し だ ら)

信 濃(し なの)駿 河(す るが〉 秩父(ち ちぶ)武 蔵(む さし)

これ らは,漢 字表記 のなかった地名 に対 して漢字 を当て る際 に,漢 字 の持

っ字音 を利用 した当て字 になるわ けである。エD

最 後 に,こ のよ 与な漢字 の用い方 の うち,現 在 も広 く用 い られてい る も

のについて取 り上 げるこ とにする。それ は,人 名や商店名に見 られ る次 の

よ うな漢字の用 い方 である。

11)国 郡 の名にこのような漢字が当てられたのは・古 く奈良時代の和銅6年 の

詔勅に始まる。これにより,叢 内 ・七道 ・諸国の郡郷の名に好字渉 当てられること

になったのである。後の延喜式では,諸 国部内の郡里等の名に2字 を用い・嘉名を

取 るように指示されている。
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喜 美江(き み え)美 代(み よ)佐 登志(さ とし)

美 奈美(み なみ)亜 土里絵(ア トリエ)世 比亜(セ ピァ)

これ らは,い ず紅 も漢字 の持 つ意味 を離れ て,仮 名 と同 じよ うに用 いられ

ている ものである5そ の点 では,こ れ らを漢字仮名 と呼ぶ こ とも可能 で あ

る。いわゆる仮名文字 も,こ のよ うな漢字 の用 い方 か ら派生 した ものにほ

かな らないのである。

・この場合,戸 籍法施行規則 は,子 の名 に変体仮 名 を用 い るζとを禁 じて

いる。しか し,変 体仮名 の元 になった漢字 をこのよ うな形 で用 いるこ とは,

差 し支 えないのである。 ただ し,実 際問題 として,変 体仮名 と して用 い ら

れ ていた 漢字 がすべ てこのよ うな形 で用 い られ るわ けで はない。 それ は,

上 記 の例 で も分 かる とお り,よ い意味 の漢 字,悪 い連想 を伴 わない漢字 が

用 い られて いるか らである。 その点で・漢 字仮名 の用 い方 も・漢字 の意 味

と無関係 ではないのである。 また,そ の点 から考 えると,前 記 の よ うな当

て字 の中に も,そ の漢宇 の意味 を考慮 した用 い方 が多 い ことに も気づ くこ

とになる。 その点 では・漢字 の表音的 な用 い方 において も・漢字 の意味 が

全 く無視 され るわ けではないので ある。 また,現 代表記 の揚合 には,当 て

字 の形 での用 い方 そ のものが極度 に少 な くな ってい る。 その点 では,漢 字

の意味 を全 く無視 した用 い方 は,む しろ例外 に属す る もの と考 えてよい の

で ある。

7.結 語

以上,こ こで は,漢 字 の読み方 を,字 訓 ・字音 ・表音文字化 の三つ に分

けて取 り上 げて きたわ けである。 そ うして,こ のよ うな取 り上 げ方 で も分

か るように,漢 字 の読み方 は確か に複雑 である。一つ の漢字 を何種 類 に も

読 む とい うことを考 えれぱ,確 か に複雑 である。

しか し,一 つ の漢字 の読 み方 が何 種類 に もわた るのは,個 々の漢 字 を単

位 として見 た揚合 の結 論なので ある。個々 の語 を表すた めに用 い られ る漢

字 のほ うは,そ れぞれ の語 ご とに固定 しているのが実情 である。 問題 は,
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その揚合に個々の漢字の読み方 をすべて学習 したとして も,そ のこ とから

特定の語の読み方が導 き出せないとい うことである。ただし,そ のことは,

漢字の揚合に限 らないのである。個々の語の習得に当たっては,そ の語 の

意味や発音 を覚えるとともに,そ の語の文字表記を覚え,そ の文字表記 の

読み方 を覚えるぺきである。未学習の語の漢宇表記に出会った ときにそれ

が読めない と非難するのは,全 くの筋違いである。また,未 学習の語 の漢

字表記 も自由に読み こなしたいと意図して個々の漢字の読み方 をすべて習

得 しよ うとすることは,全 くむだなことである。漢字の指導に当たっては,

まず,こ のこ.とを心得ておくべきである。

ただ,こ の場合,次 のことを見逃 してはならないのである。それ は,漢

字が基本的には意味を表す文字 として用い られているとい うことである。

そ うして,こ のことは,漢 字の持つ利点 として,大 いに役立てるべ きであ

る。そむは,漢 字 を単位 としてその意味を習得することが,大 いに役立つ

とい うことである。特 に理解の立場では,読 み方が分からなくても,意 味

が分かれぱ十分である.一 般に言語を理解する場合,文 字表記から発音が

分かるのと文字表記か ら意味が分かるのとどちらが役立つかといえぱ,意

味の分かるほうが 役立つのである。その点でば,漢 字が意昧を表す文字だ

とい うことを,も っと積極的に活用すべきである。そ うして,こ のことが,

漢字で書かれた語の意味を記憶の中に定着させる上でも,大 いに役立つこ

とを十分に心得てお くべきである。
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